
「楽翁画帖」について

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2016-06-06

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 髙松, 良幸

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00009450URL



98

　
　は
じ
め
に

　

浜
松
市
の
公
益
財
団
法
人
平
野
美
術
館
に
は
、「
楽
翁
画
帖
」
と
題
さ
れ
る
江
戸
時

代
後
期
の
全
国
各
地
の
画
人
が
描
い
た
一
九
四
図
の
色
紙
を
集
成
し
た
作
品
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
（
末
尾
「『
楽
翁
画
帖
』
の
内
容
」
参
照
）。
名
称
に
あ
る
「
楽
翁
」
は
、
老

中
と
し
て
寛
政
の
改
革
を
主
導
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
松
平
定
信
の
号
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
本
作
品
は
、
松
平
定
信
が
蒐
集
し
た
全
国
各
地
の
画
人
の
作
品
を
集
成
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
楽
翁
画
帖
」
所
収
作
品
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
先
の
平
野
美
術
館
は
も
ち
ろ
ん
、
他

の
美
術
館
・
博
物
館
等
の
展
覧
会
等
に
お
い
て
も
展
示
さ
れ
る
機
会
が
増
え
る
な
ど
、

近
年
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
作
品
の
全
容
や
成
立
の
経
緯
、

制
作
の
意
図
な
ど
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

本
稿
は
こ
の
「
楽
翁
画
帖
」
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
立
の

経
緯
や
制
作
意
図
に
つ
い
て
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
論
文
（
査
読
論
文
）

「
楽
翁
画
帖
」
に
つ
い
て

A
bout “R

akuou-G
ajou(R

akuou’s A
lbum

)”

髙
松
良
幸

Yoshiyuki TA
K

A
M

ATSU

静
岡
大
学
学
術
院
情
報
学
領
域

論
文
概
要
：
平
野
美
術
館
が
所
蔵
す
る
「
楽
翁
画
帖
」
は
、
寛
政
一
二
年
か
ら
享
和
元
年
頃
に
か
け
て
、
全
国
の
様
々
な
流
派
の
画
家
が
描
い
た
一
九
四
図
の
絵
画
作
品
を
集
成
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
蒐
集
を
行
っ
た
の
は
寛
政
の
改
革
の
主
導
者
で
あ
っ
た
松
平
定
信
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
稿
は
、「
楽
翁
画
帖
」
の
成
立
の
経
緯
、
意
図
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
松
平
定
信
の
文
化
活
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

Sum
m

ary:“R
akuou-G

ajou(R
akuou’s A

lbum
)”  m

eans a collection album
 of 194 painting w

orks w
hich w

ere painted by painters of various schools all over Japan in 1800 and 1801. 
It is thought that these painting w

orks w
ere collected by M

atsudaira Sadanobu w
ho w

as know
n as a leader of   “K

ansei R
eform

”  .
This paper exam

ines how
 and w

hy  “R
akuou-G

ajou”  w
as m

ade, and concerns cultural activities of M
atsudaira Sadanobu.

i

（
１
）
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一
　「楽
翁
画
帖
」
の
概
要

　
　

本
作
品
に
収
録
さ
れ
る
各
図
は
、
概
ね
二
五
セ
ン
チ
前
後
×
三
三
セ
ン
チ
前
後
の

絖
本
の
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
。
大
半
は
画
面
を
横
長
に
使
用
し
て
い
る
が
、
一
一
図

は
画
面
を
縦
長
に
使
用
し
て
い
る
。
現
在
は
、
各
図
と
も
捲
り
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て

い
る
が
、
近
年
ま
で
は
六
巻
か
ら
な
る
巻
子
本
の
旧
装
丁
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。

た
だ
、
こ
の
旧
装
丁
も
、
絖
本
の
画
面
を
貼
り
付
け
る
台
紙
の
紙
質
や
表
紙
、
見
返
し

が
新
し
い
こ
と
か
ら
、
各
図
の
蒐
集
当
初
の
も
の
と
は
考
え
難
い
。
大
き
さ
が
ほ
ぼ
統

一
さ
れ
た
絖
本
の
画
面
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
帖
装
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

巻
一
の
四
九
図
は
す
べ
て
江
戸
在
住
の
画
人
、
巻
二
の
三
六
図
は
京
・
大
坂
を
中
心

と
し
た
西
日
本
の
画
人
、
巻
三
の
三
三
図
も
京
・
大
坂
を
中
心
と
し
た
西
日
本
の
画
人
、

巻
四
の
二
六
図
は
東
北
・
越
後
等
の
画
人
、
巻
五
の
三
三
図
は
京
・
山
陽
道
・
四
国
等

の
画
人
の
作
品
を
そ
れ
ぞ
れ
収
録
す
る
。
巻
六
の
一
七
図
は
江
戸
・
京
・
大
坂
他
各
地

の
画
人
の
作
品
を
収
録
し
、
巻
五
ま
で
の
補
遺
的
な
性
格
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お

こ
の
一
九
四
図
は
、
基
本
的
に
は
一
画
人
一
図
ず
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
竹
沢
養

溪
、
長
山
孔
寅
、
五
十
嵐
主
善
、
賀
茂
専
顕
は
二
図
ず
つ
を
描
い
て
い
る
。
各
図
の
中

に
は
、江
戸
幕
府
奥
絵
師
で
あ
っ
た
狩
野
養
川
院
・
伊
川
院
父
子
、各
藩
の
お
抱
え
絵
師
、

酒
井
抱
一
、
呉
春
、
蠣
崎
波
響
、
木
村
蒹
葭
堂
、
岡
田
米
山
人
・
半
江
父
子
な
ど
の
著

名
画
人
、
牧
野
忠
精
、
大
久
保
忠
真
な
ど
の
大
名
・
旗
本
、
藤
波
寛
忠
、
伏
原
宣
光
ら

京
の
公
家
・
地
下
人
な
ど
の
ほ
か
、
閲
歴
が
判
明
し
な
い
画
人
の
作
品
も
多
数
含
ま
れ

て
い
る
。
全
国
各
地
の
有
名
・
無
名
画
人
一
九
〇
名
の
作
品
を
、
身
分
、
階
層
、
専
門

性
な
ど
の
隔
て
な
く
収
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
四
図
の
う
ち
落
款
に
年
記
が
あ
る
も
の
が
二
三
図
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
寛
政

一
二
年
の
も
の
が
二
一
図
、
翌
寛
政
一
三
年
（
享
和
元
年
）
の
も
の
が
二
図
で
あ
る
。

ま
た
款
記
に
年
齢
を
記
す
も
の
が
三
図
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
狩
野
祐
清
邦
信
「
紅
梅

図
」
に
は
、「
祐
清
十
四
歳
筆
」
と
あ
り
、
天
明
七
年
に
生
ま
れ
た
祐
清
の
一
四
歳
は

寛
政
一
二
年
に
当
た
る
。
制
作
年
代
の
あ
る
各
図
か
ら
の
考
察
で
は
あ
る
が
、
本
作
品

に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
図
の
大
半
は
、
寛
政
一
二
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
制
作
、
蒐
集

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

さ
て
こ
の
旧
装
丁
に
は
、
大
半
の
各
図
の
傍
ら
に
、
そ
の
筆
者
の
居
住
地
ま
た
は
身

分
な
ら
び
に
人
名
等
に
関
す
る
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
概
観
す
る
と
、
諸
大
名
な
ど

に
仕
え
る
絵
師
な
ど
は
「
薩
州
家
臣
古
藤
養
山
」、「
毛
利
家
臣
笹
山
養
意
」
な
ど
、
出

仕
先
に
「
家
臣
」
と
記
し
て
姓
名
を
記
す
の
に
対
し
、
寛
政
一
二
年
頃
白
河
藩
に
仕
え

て
い
た
絵
師
な
ど
は
、「
家
臣
竹
澤
養
溪
」、「
家
臣
大
野
文
泉
」、「
家
臣
星
野
曹
吾
」

な
ど
と
、
出
仕
先
を
記
さ
ず
単
に
「
家
臣
」
の
後
に
姓
名
を
記
す
だ
け
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
の
注
記
を
行
っ
た
者
が
白
河
藩
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の

と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
作
品
は
白
河
藩
も
し
く
は
そ
の
関
係
者
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

し
か
も
身
分
、
階
層
、
有
名
、
無
名
を
問
わ
ず
全
国
各
地
の
画
人
の
作
品
を
蒐
集
す

る
こ
と
は
、
当
時
の
白
河
藩
主
松
平
定
信
の
意
向
の
下
で
な
け
れ
ば
行
い
得
な
か
っ
た

も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
現
所
蔵
者
の
平
野
美
術
館
が
本
作
品
に
定
信
の
号
「
楽
翁
」
を

冠
す
る
所
以
で
あ
る
。
な
お
先
述
の
と
お
り
、
旧
装
丁
は
当
初
の
も
の
と
は
考
え
づ
ら

い
も
の
の
、
こ
の
注
記
は
当
初
の
装
丁
に
付
さ
れ
て
い
た
も
の
を
転
写
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
注
記
は
無
名
の
画
人
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
記
さ
れ
て
お
り
、
改
装
の
際
に

改
め
て
こ
れ
ら
の
画
人
に
つ
い
て
調
べ
て
記
入
し
た
も
の
と
は
想
像
し
難
い
た
め
で
あ

る
。

　

　二
　成
立
の
経
緯

　

本
作
品
に
は
、
題
字
や
序
文
、
跋
な
ど
は
な
く
、
松
平
定
信
な
ら
び
に
当
時
の
白
河

藩
（
文
政
六
年
、
転
封
し
て
桑
名
藩
）
関
係
の
各
種
資
料
に
も
本
作
品
の
成
立
や
伝
来

に
関
連
す
る
も
の
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
本
作
品
が
ま
さ
し
く
定
信

の
意
向
、
あ
る
い
は
定
信
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い

ii

（
２
）

（
３
）

（
４
）
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て
は
、
確
実
な
証
拠
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
作
品
成

立
の
経
緯
や
制
作
の
動
機
等
に
関
し
て
も
明
確
で
は
な
い
。

　

た
だ
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
や
は
り
作
品
中
か
ら
示
唆
に
富
む
事
実
を
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
本
作
品
に
含
ま
れ
る
蠣
崎
波
響
筆
「
水
芭
蕉
図
」（
図
１
）

の
以
下
の
款
記
（
図
２
）
で
あ
る
。

　
　

庚
申
後
四
月
十
二
日
製
於

　
　

浪
泊
之
蒹
葭
堂
中　

枩
前
波
響

　

す
な
わ
ち
波
響
は
、
寛
政
一
二
年
閏
四
月
一
二
日
、「
浪
泊
」（
浪
華
）
の
木
村
蒹
葭

堂
邸
で
こ
の
作
品
を
描
い
た
と
伝
え
て
い
る
。
木
村
蒹
葭
堂
の
『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
よ

る
と
、
同
日
波
響
は
確
か
に
蒹
葭
堂
邸
を
訪
問
し
て
お
り
、
本
図
は
こ
の
日
に
蒹
葭
堂

邸
で
描
か
れ
た
も
の
と
確
認
で
き
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
蒹
葭
堂
日
記
』
の
同
日
の
記
事
に
は
、
松
平
定
信
の
『
集
古
十
種
』
編

纂
作
業
の
中
で
、
全
国
各
地
に
点
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
の
調
査
や
模
写
な
ど
に

尽
力
し
た
白
河
の
画
僧
白
雲
と
白
河
藩
の
画
員
大
野
文
泉
（
の
ち
巨
野
泉
祐
）
の
名
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。「
楽
翁
画
帖
」
が
松
平
定
信
の
下
命
で
制
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
同
図
は
、
白
雲
・
文
泉
の
依
頼
の
も
と
、
蒹
葭
堂
の
と
り
な

し
に
よ
り
、
同
邸
に
お
い
て
波
響
が
揮
毫
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

周
知
の
と
お
り
『
集
古
十
種
』
は
、
松
平
定
信
が
編
纂
さ
せ
た
日
本
の
古
文
化
財
に

関
す
る
大
図
録
で
あ
る
。
定
信
は
そ
の
編
纂
の
た
め
、
谷
文
晁
、
白
雲
、
大
野
文
泉
ら

配
下
の
画
人
を
全
国
各
地
に
派
遣
し
、各
所
の
古
文
化
財
の
精
密
な
模
写
を
行
わ
せ
た
。

寛
政
一
一
年
と
一
二
年
、
白
雲
と
大
野
文
泉
は
、『
集
古
十
種
』
に
収
録
す
べ
き
古
文

化
財
の
調
査
、
模
写
の
た
め
、
西
日
本
各
地
を
旅
し
た
。
そ
の
行
程
に
つ
い
て
は
、
川

延
安
直
氏
、
佐
川
庄
司
氏
ら
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

寛
政
一
一
年
は
三
月
一
四
日
頃
江
戸
を
出
立
。
東
海
道
を
経
て
四
月
一
八
日
に
大
坂

の
木
村
蒹
葭
堂
邸
に
到
着
。
翌
日
か
ら
大
峰
山
、
高
野
山
な
ど
紀
州
方
面
の
古
文
化
財

調
査
を
行
い
、
六
月
一
九
日
か
ら
一
三
日
ま
で
蒹
葭
堂
邸
に
滞
在
後
、
畿
内
の
調
査
を

実
施
。
八
月
中
旬
よ
り
山
陽
道
を
西
に
向
か
い
、
現
在
の
神
戸
付
近
を
経
て
下
旬
に
は

瀬
戸
内
海
を
渡
り
讃
岐
へ
。
八
月
二
四
日
に
象
頭
山
を
発
し
、
高
松
、
屋
島
、
丸
亀
な

ど
を
経
た
あ
と
再
び
瀬
戸
内
海
を
渡
り
、
九
月
五
日
に
は
備
前
下
津
井
へ
。
そ
の
後
岡

山
を
経
て
伯
耆
に
向
か
い
、
一
〇
日
に
は
大
山
山
麓
、
そ
の
後
米
子
を
経
て
一
七
日

に
は
備
後
帝
釈
峡
に
。
一
〇
月
に
岡
山
を
経
て
二
〇
日
に
大
坂
の
蒹
葭
堂
邸
に
到
着
。

一
一
月
初
頭
に
大
坂
を
立
ち
江
戸
に
戻
っ
た
。
一
二
月
七
日
に
は
、
こ
の
二
人
の
西
遊

の
成
果
に
関
す
る
展
覧
が
開
か
れ
た
。

　

翌
一
二
年
は
四
月
に
江
戸
を
出
立
し
、
中
山
道
を
経
て
閏
四
月
八
日
に
大
坂
の
蒹
葭

堂
邸
に
到
着
。
同
邸
に
一
二
日
ま
で
滞
在
の
後
、
山
陽
道
へ
。
一
九
日
に
は
備
後
神
辺

の
儒
学
者
菅
茶
山
邸
に
到
着
し
、
一
泊
の
後
、
安
芸
宮
島
の
厳
島
神
社
、
尾
道
浄
土
寺
、

音
戸
瀬
戸
な
ど
を
巡
っ
た
。
そ
の
後
周
防
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
後
、
五
月
一
五
日
に
は

神
辺
の
茶
山
邸
に
戻
り
、
同
所
を
拠
点
に
吉
備
津
神
社
な
ど
の
宝
物
を
調
査
。
二
〇
日

に
茶
山
の
許
を
旅
立
ち
六
月
一
日
に
は
大
坂
の
蒹
葭
堂
邸
に
到
着
。
以
後
一
〇
月
ま
で

の
間
、
山
城
、
河
内
、
紀
伊
な
ど
の
各
所
の
宝
物
の
調
査
を
実
施
。
一
〇
月
一
八
日
か

ら
二
〇
日
ま
で
蒹
葭
堂
邸
に
宿
泊
の
後
、
江
戸
に
出
立
し
た
。
一
一
月
に
は
江
戸
に
到

着
し
調
査
の
成
果
物
を
藩
邸
に
提
出
。
一
二
月
に
は
白
河
に
帰
着
し
て
い
る
。

　

蠣
崎
波
響
の「
水
芭
蕉
図
」は
、こ
の
う
ち
の
寛
政
一
二
年
の
旅
程
の
中
で
制
作
さ
れ
、

二
人
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、「
楽
翁
画
帖
」
に
含
ま
れ
る
京
・
大
坂
、

西
国
の
画
人
の
作
品
に
は
、
他
に
も
こ
の
旅
程
の
中
で
二
人
が
入
手
し
た
と
推
測
さ
れ

る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
釧
雲
泉
「
山
水
図
」
に
は
「
庚
申
夷
則
」
と
寛
政
一
二
年
七

月
の
年
記
が
あ
る
が
、『
蒹
葭
堂
日
記
』
で
は
同
七
月
二
日
に
雲
泉
、
白
雲
、
文
泉
は

蒹
葭
堂
邸
を
訪
ね
て
お
り
、
そ
の
前
後
も
こ
の
三
者
は
蒹
葭
堂
邸
に
お
い
て
し
ば
し
ば

顔
を
合
わ
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
庚
申
小
春
」
と
同
年
一
〇
月
の
年
記
が

あ
る
森
川
竹
窓
「
墨
竹
図
」（
図
３
）、
淵
上
旭
江
「
白
梅
に
小
禽
図
」（
図
４
）
に
つ
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い
て
は
、
同
月
一
八
日
に
は
竹
窓
と
白
雲
、
文
泉
の
三
者
、
一
四
日
に
は
旭
江
と
白
雲

が
い
ず
れ
も
蒹
葭
堂
邸
で
席
を
同
じ
く
し
て
い
た
。
他
に
同
年
一
〇
月
の
年
記
が
あ
る

岡
田
米
山
人
「
瀑
布
図
」（
図
５
）、
森
春
溪
「
蘭
に
霊
芝
図
」（
図
６
）
な
ど
も
、
こ

の
時
期
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
こ
れ
ら
の
画
人
は
、
蒹
葭
堂
の
許
を
し

ば
し
ば
訪
ね
て
い
る
。「
庚
申
冬
日
」の
年
記
が
あ
る
木
村
蒹
葭
堂「
蘭
に
霊
芝
図
」（
図

７
）
も
、
こ
の
時
期
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
山
陽
道
の
画
人
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
同
年
閏
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
白

雲
、
文
泉
の
調
査
旅
行
の
際
に
蒐
集
さ
れ
た
も
の
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
と
想
定
さ

れ
る
。
古
川
古
松
軒
「
鳴
門
図
」（
図
８
）
は
「
七
十
五
翁
」
の
行
年
書
が
あ
り
寛
政

一
二
年
の
作
と
判
断
で
き
る
が
、
当
時
古
松
軒
は
備
後
岡
田
に
隠
棲
し
て
い
た
。
ま
た

「
楽
翁
画
帖
」
に
は
、
平
田
玉
薀
「
草
虫
図
」（
図
９
）、
平
田
釧
「
牡
丹
図
」、
亀
山
元

助
「
蝶
唐
子
図
」、
亀
山
万
「
夏
草
図
」（
図
10
）
な
ど
、
尾
道
の
画
人
の
作
品
も
所
収

さ
れ
て
い
る
が
、彼
ら
は
い
ず
れ
も
当
人
も
し
く
は
親
が
菅
茶
山
門
下
の
人
物
で
あ
る
。

亀
山
万
「
夏
草
図
」
に
は
「
十
一
歳
」
と
い
う
行
年
書
が
あ
り
、
ま
た
寛
政
一
二
年
時

点
で
平
田
玉
薀
は
一
四
歳
と
い
ず
れ
も
若
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
女
た
ち
が
尾
道
を

離
れ
て
こ
れ
ら
の
作
品
を
描
い
た
と
も
考
え
難
い
。
と
す
れ
ば
、
旅
行
の
途
次
菅
茶
山

邸
に
立
ち
寄
っ
た
白
雲
、
文
泉
が
、
茶
山
の
仲
介
を
得
て
こ
れ
ら
の
作
品
の
制
作
を
依

頼
し
入
手
し
た
と
想
定
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

一
方
讃
岐
の
画
人
長
町
竹
石
の
「
山
水
図
」（
図
11
）
に
は
「
庚
申
夏
五
」
の
年
記

が
あ
り
、
寛
政
一
二
年
五
月
の
制
作
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
白
雲
、
文
泉

が
同
月
讃
岐
に
渡
っ
て
、そ
の
制
作
を
依
頼
し
た
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、

前
年
に
こ
の
両
人
は
讃
岐
各
所
の
文
化
財
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
讃
岐
方
面
の
文
人

と
は
既
知
の
関
係
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
備
前
・
備
中
と
讃
岐
間
の
船
便
も
豊
富

に
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
船
便
を
使
っ
た
書
状
等
に
よ
る
制
作
依
頼
を
行
っ
た
可
能
性

も
あ
る
。
さ
ら
に
白
雲
、
文
泉
は
、
六
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
京
な
ど
畿
内
の
古
文

化
財
調
査
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
大
坂
や
山
陽
道
に
お
け
る
上
記

想
定
の
「
楽
翁
画
帖
」
関
係
の
作
品
蒐
集
に
も
従
事
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
間
京

な
ど
の
画
人
に
も
、「
楽
翁
画
帖
」
の
た
め
の
作
品
制
作
依
頼
、
蒐
集
に
当
た
っ
て
い

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、「
楽
翁
画
帖
」
の
中
に
は
、
白
雲
、
文
泉
の
西
遊
の
間
に
、
全
く
異
な

る
場
所
で
制
作
さ
れ
た
作
品
も
い
く
つ
か
含
ま
れ
る
。「
蒼
龍
山
人
」
の
款
が
あ
り
仙

台
藩
士
「
吉
成
愛
治
」
の
注
記
が
あ
る
「
桃
花
山
水
図
」
は
「
庚
申
中
秋
」
す
な
わ
ち

同
年
八
月
、「
源
忠
卿
」
の
款
が
あ
り
、
仙
台
藩
士
「
松
坂
亘
」
の
注
記
が
あ
る
「
牛

曳
図
」
は
「
庚
申
晩
秋
」
す
な
わ
ち
九
月
の
年
記
が
あ
り
、
ま
た
新
潟
の
画
人
五
十
嵐

主
善
の
「
蓮
に
鶺
鴒
図
」
に
は
「
庚
申
之
冬
日
」
と
同
年
冬
制
作
と
の
年
記
が
あ
る
。

ま
た
江
戸
の
画
人
鈴
木
雲
潭
の
「
奇
石
図
」
に
は
「
辛
酉
初
春
」
す
な
わ
ち
寛
政
一
三

年
正
月
、
大
西
圭
斎
の
「
海
棠
に
雀
図
」（
図
12
）
に
は
「
辛
酉
春
」
す
な
わ
ち
同
年

春
と
、
二
人
が
す
で
に
白
河
に
帰
藩
後
に
制
作
さ
れ
た
作
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、「
楽
翁
画
帖
」
所
収
の
作
品
蒐
集
に
は
、白
雲
、文
泉
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
松
平
定
信
配
下
の
人
物
も
関
わ
っ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
作
品
蒐
集
活
動
が
組
織
的
に
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
理
由
の
も
う
一
つ

は
、
各
作
品
の
画
面
と
し
て
使
用
さ
れ
る
絖
で
あ
る
。
実
は
「
楽
翁
画
帖
」
の
各
図
に

使
用
さ
れ
て
い
る
絖
に
は
二
種
類
の
も
の
が
存
在
す
る（
末
尾「『
楽
翁
画
帖
』の
内
容
」

の
絖
の
項
に
お
い
て
Ａ
・
Ｂ
で
種
類
の
相
違
を
示
し
た
）。
こ
の
う
ち
Ａ
は
繊
維
が
薄

手
で
光
沢
が
鈍
い
の
に
対
し
、
Ｂ
は
繊
維
が
厚
手
で
光
沢
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
Ａ
タ
イ
プ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作
品
は
、
江
戸
、
東
北
、
越
後
な
ど
東
日
本
地
域
で

活
躍
し
た
画
人
の
作
品
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｂ
タ
イ
プ
の
画
面
に
描
か
れ
る
作

品
は
、
京
、
大
坂
、
山
陽
道
な
ど
の
西
日
本
で
活
躍
し
た
画
人
の
作
品
が
大
半
を
占
め

る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
東
日
本
方
面
、
西
日
本
方
面
で
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
絖
を
調
達

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絖
を
持
参
し
て
作
品
の
蒐
集
に
当
た
る
複
数
の
チ
ー
ム
が
存
在
し
た

と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
ち
の
西
日
本
方
面
の
一
チ
ー
ム
の
構
成
員
が

白
雲
、
文
泉
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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「
楽
翁
画
帖
」
所
収
の
作
品
蒐
集
は
、『
集
古
十
種
』
な
ど
の
編
纂
作
業
と
同
様
、
松
平

定
信
の
指
揮
の
下
で
、
組
織
的
か
つ
体
系
的
に
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
。　

　三
　制
作
の
意
図

　

そ
れ
で
は
「
楽
翁
画
帖
」
の
制
作
を
企
て
た
定
信
の
意
図
は
、
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

先
述
の
と
お
り
、
こ
の
作
品
は
全
国
各
地
の
有
名
・
無
名
画
人
一
九
〇
名
の
作
品
を
、

身
分
、
階
層
、
専
門
性
な
ど
の
隔
て
な
く
蒐
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
全
国
の
画

人
総
覧
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
国
の
古
文
化
財
総
覧
的
な
性
格
を
有
す

る
『
集
古
十
種
』
の
刊
行
は
寛
政
一
二
年
に
始
ま
り
、
翌
一
三
年
に
は
将
軍
徳
川
家
斉

に
こ
れ
を
献
上
す
る
と
い
う
時
期
に
、
並
行
し
て
「
楽
翁
画
帖
」
の
制
作
作
業
を
進
め

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
古
文
化
財
総
覧
と
し
て
の
『
集
古
十
種
』
編
纂
に
対

し
て
、
当
世
の
画
人
総
覧
と
し
て
の
「
楽
翁
画
帖
」
作
製
と
い
う
企
図
の
も
と
進
め
ら

れ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
過
去
の
文
化
事
象
に
関
わ
る
証
拠
と
し
て
の
古

文
化
財
に
関
わ
る
画
像
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
成
果
が
、『
集
古
十
種
』
な
ら
び

に
そ
れ
と
並
行
し
て
編
纂
が
進
め
ら
れ
た
『
古
画
類
聚
』（
東
京
国
立
博
物
館
）
で
あ

る
と
す
れ
ば
、「
楽
翁
画
帖
」
は
当
代
の
画
人
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
意
義
を
有

す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、定
信
が
古
文
化
財
だ
け
で
は
な
く
、同
時
代
の
様
々

な
事
象
に
関
す
る
情
報
に
も
関
心
を
寄
せ
、
そ
れ
を
積
極
的
に
蒐
集
す
る
こ
と
へ
の
執

着
を
有
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

谷
文
晁
や
白
雲
、
大
野
文
泉
な
ど
松
平
定
信
配
下
の
画
人
は
、『
集
古
十
種
』
編
纂

の
た
め
の
古
文
化
財
に
関
す
る
画
像
情
報
蒐
集
の
た
め
全
国
を
旅
し
た
が
、
そ
の
際

行
っ
た
も
う
一
つ
の
画
像
情
報
蒐
集
活
動
は
、
旅
先
の
全
国
各
地
の
写
実
的
な
景
観
図

の
制
作
で
あ
る
。
定
信
が
配
下
の
画
人
に
旅
先
の
風
景
を
写
実
的
に
描
か
せ
た
例
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
寛
政
五
年
、
定
信
が
幕
命
に
よ
り
相
模
湾
沿
岸
の
海
防

の
た
め
の
巡
見
旅
行
に
出
か
け
た
際
、
随
行
し
た
谷
文
晁
に
相
模
・
伊
豆
各
所
の
景
観

を
描
か
せ
た
「
公
余
探
勝
図
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
）
で
あ
る
が
、
文
晁
や
白
雲
、

文
泉
ら
は
、
そ
の
前
後
か
ら
定
信
の
藩
領
内
外
の
巡
見
の
旅
な
ど
に
随
行
し
た
際
、
旅

先
の
風
景
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、『
集
古
十
種
』
編
纂
の
た
め
の
調
査
に
配
下
の

画
人
た
ち
を
各
地
に
派
遣
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
画
人
た
ち
は
、
古
文
化
財

の
模
写
と
と
も
に
、
各
地
の
風
景
に
関
す
る
膨
大
な
写
実
的
景
観
図
の
制
作
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
定
信
に
よ
る
全
国
各
地
の
地
理

情
報
に
関
す
る
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
作
業
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、谷
文
晁
が
編
纂
し
定
信
が
愛
蔵
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
近
世
名
家
肖
像
」（
東

京
国
立
博
物
館
）
は
、
同
時
代
の
全
国
各
地
の
学
者
、
文
人
、
画
人
、
好
事
家
な
ど

四
六
名
の
文
化
人
の
肖
像
を
収
録
し
た
作
品
で
あ
る
。
文
晁
自
身
の
筆
で
な
い
可
能
性

が
高
い
作
品
で
あ
る
が
、
文
晁
が
『
集
古
十
種
』
の
た
め
の
画
像
情
報
蒐
集
の
旅
の
中

で
出
会
っ
た
各
地
の
文
人
の
肖
像
の
画
稿
を
も
と
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
肖
像
が
、

多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
定
信
が
「
楽
翁
画
帖
」
制
作
に
よ
っ

て
全
国
の
同
時
代
の
画
人
た
ち
の
作
品
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
こ
の
「
近
世
名
家
肖
像
」
は
、
全
国
の
同
時
代
の
文
人
の
人
物
像
そ
の
も
の
に
つ

い
て
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
古
文
化
財
、
景
観
、
同
時
代
絵
画
、
文
人
の
肖
像
等
に
関
す
る
画
像

情
報
の
蒐
集
と
そ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
へ
の
広
汎
な
取
り
組
み
は
、
定
信
が
知
識
に
対

す
る
飽
く
な
き
探
求
心
を
有
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
い
え
る
。
定
信
は
絵
画
に
つ
い

て
、「
蛮
画
な
と
は
写
真
鏡
に
う
つ
し
て
そ
の
ま
ゝ
を
画
け
れ
は
こ
そ
、
横
文
字
し
ら

さ
る
も
の
も
、
そ
の
画
に
よ
り
て
そ
の
製
度
を
察
す
べ
け
れ
」、
あ
る
い
は
「
こ
と
は

を
尽
く
し
て
い
ひ
、
筆
を
ふ
る
ひ
て
か
い
た
る
と
て
、
み
さ
る
も
の
ゝ
み
る
や
う
に
あ

ら
ん
事
は
か
た
か
る
へ
し
」（
い
ず
れ
も
『
退
閑
雑
記
』）
と
述
べ
、
写
実
的
な
絵
画
が

言
語
や
文
章
だ
け
で
は
伝
え
得
な
い
情
報
を
伝
え
る
上
で
大
き
な
効
用
が
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
。

v

（
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こ
の
よ
う
な
定
信
の
知
へ
の
探
求
は
、
文
化
領
域
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
江

戸
時
代
後
期
を
代
表
す
る
大
名
文
化
人
と
し
て
の
定
信
の
活
動
の
一
環
と
評
す
る
こ
と

も
で
き
よ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
定
信
は
老
中
首
座
と
し
て
寛
政
の
改
革
を
主
導
し
、

寛
政
五
年
に
そ
の
地
位
を
解
か
れ
た
後
も
、
幕
政
に
様
々
な
意
見
を
建
言
で
き
る
位
置

に
あ
り
、
ま
た
白
河
藩
主
と
し
て
藩
政
を
主
導
す
る
政
治
家
で
あ
っ
た
。
一
見
文
化
領

域
に
関
わ
る
よ
う
な
情
報
の
蒐
集
、
整
理
を
、
定
信
の
文
化
的
趣
味
の
領
域
だ
け
で
捉

え
る
こ
と
は
相
応
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
で
は
文
化
的
領
域
の
中
に
含
ま
れ
る
よ
う

な
事
象
で
も
、
当
時
の
幕
政
、
藩
政
に
関
わ
る
こ
と
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

天
明
の
大
火
に
よ
る
京
都
御
所
の
焼
失
後
、
復
古
的
な
御
所
再
建
を
求
め
る
光
格
天

皇
を
中
心
と
し
た
宮
廷
と
、
幕
府
の
財
政
難
や
諸
国
の
天
災
、
飢
饉
等
の
中
、
巨
額
の

費
用
を
要
す
る
復
古
的
御
所
再
建
に
反
対
す
る
定
信
ら
幕
閣
の
対
立
と
い
う
経
験
を
経

て
、
宮
廷
の
有
職
故
実
に
関
す
る
知
識
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
こ
と
が
、『
集

古
十
種
』や『
古
画
類
聚
』編
纂
の
動
機
と
な
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。
ま
た
、

定
信
が
制
作
さ
せ
た
写
実
的
景
観
図
の
代
表
作
で
あ
る
「
公
余
探
勝
図
巻
」
が
、
日
本

近
海
へ
の
異
国
船
の
出
没
に
対
応
す
る
海
防
の
た
め
の
巡
見
の
際
に
描
か
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
各
地
の
正
確
な
地
理
的
情
報
の
把
握
が
海
防
政
策
等
の
立
案

の
要
点
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
諸
国
の
優
れ
た
人
材
の
発
掘
や
そ

れ
ら
の
人
物
と
の
交
流
活
動
を
通
じ
て
の
知
識
、
情
報
の
蓄
積
と
い
う
意
図
が
、「
楽

翁
画
帖
」
や
「
近
世
名
家
肖
像
」
の
制
作
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
定
信
は
、
こ
れ
ら
の
画
像
情
報
の
蒐
集
の
た
め
に
、
配
下
の
画
人
を
自
ら
の
領

外
の
幕
府
直
轄
地
や
諸
藩
領
に
派
遣
し
た
。
か
か
る
活
動
は
、
単
に
全
国
各
地
の
古
文

化
財
や
景
観
、
各
地
の
同
時
代
画
人
の
絵
画
作
品
、
著
名
な
文
人
の
肖
像
な
ど
と
い
う

画
像
情
報
だ
け
で
は
な
く
、こ
れ
ら
定
信
配
下
の
画
人
た
ち
が
実
際
に
見
聞
し
た
幕
領
、

諸
藩
領
の
政
治
の
実
情
、
面
会
し
た
人
物
の
実
態
な
ど
と
い
う
副
産
物
的
な
情
報
を
定

信
に
齎
し
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
情
報
も
、
定
信
に
と
っ
て
文
化
面
の
み
な
ら
ず
政

治
面
に
お
い
て
有
益
な
知
識
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　結
び

　

最
後
に
、「
楽
翁
画
帖
」
研
究
に
関
す
る
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

先
ず
現
在
平
野
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
る
「
楽
翁
画
帖
」
が
、
作
品
成
立
時
に
蒐
集
さ

れ
た
全
作
品
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
平
野
美
術
館
の
「
楽
翁
画
帖
」
は
全

一
九
四
図
と
、
現
存
す
る
江
戸
時
代
後
期
の
寄
合
書
画
帖
の
中
で
は
極
め
て
膨
大
な
作

品
収
録
数
を
誇
る
。
し
か
し
松
平
定
信
が
こ
の
よ
う
な
画
帖
を
企
画
し
た
場
合
、
当
然

含
ま
れ
て
い
る
べ
き
複
数
の
自
ら
の
配
下
の
画
人
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
具
体

名
を
あ
げ
る
と
、
谷
文
晁
、
谷
文
一
、
亜
欧
堂
田
善
、
蒲
生
羅
漢
、
安
田
田
騏
、
岡
本

茲
奘
等
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
時
活
躍
し
て
い
た
各
地
の
画
人
の
中
で
、
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
画

人
も
多
い
。
先
述
の
と
お
り
「
楽
翁
画
帖
」
の
制
作
に
関
し
て
、
木
村
蒹
葭
堂
が
大
坂

や
自
ら
の
周
辺
の
画
人
な
ど
の
作
品
の
蒐
集
に
仲
介
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
が
、
蒹
葭
堂
と
の
交
流
が
深
い
大
坂
の
画
人
の
中
に
「
楽
翁
画
帖
」
に
作
品
が
収

録
さ
れ
て
い
な
い
者
も
多
い
。
森
狙
仙
、
森
周
峯
、
福
原
五
岳
、
浜
田
杏
堂
な
ど
の
画

人
で
あ
る
。
そ
の
他
の
地
方
で
も
、
当
時
活
躍
が
知
ら
れ
る
画
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
楽
翁
画
帖
」
に
作
品
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
は
数
多
い
。

　

こ
の
よ
う
な
現
存
の
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
作
品
の
伝
来
の
過
程
に
お
い
て
、
当
初

含
ま
れ
て
い
た
作
品
の
中
で
、
装
丁
の
改
装
な
ど
の
際
に
流
出
し
た
作
品
が
存
在
す
る

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
作
品
の
出
現
に

期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、
当
時
の
寄
合
書
画
帖
の
多
く
が
書
と
画
を
組
み
合
わ
せ
て
装
丁
し
た
書
画
帖

の
体
裁
を
と
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、「
楽
翁
画
帖
」
が
絵
画
作
品
の
み
を
収
録
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
全
国
各
地
の
有
名
無
名
の
画
人
の
作
品
の
総
覧

的
な
蒐
集
を
意
図
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
全
国
各
地
の
文
人
の
書
の
総
覧
を
企
図
し
た
と

し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
作
品
が
こ
れ
ま
で
に
発
見

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

vi
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本
稿
は
、
平
野
美
術
館
所
蔵
の
「
楽
翁
画
帖
」
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
全
容
の
紹
介
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
あ

く
ま
で
も
序
論
に
過
ぎ
な
い
。
個
々
の
収
録
作
品
の
特
質
、無
名
の
収
録
画
人
の
伝
歴
、

よ
り
綿
密
な
制
作
の
経
緯
、
意
図
の
検
証
な
ど
今
後
残
さ
れ
た
課
題
も
多
い
。

　

た
だ
江
戸
時
代
後
期
の
寄
合
書
画
帖
の
中
で
、
松
平
定
信
と
い
う
当
時
の
政
治
権
力

者
で
あ
り
、
か
つ
代
表
的
文
化
人
が
企
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
作
品
は
、
当
時
の

画
壇
状
況
を
検
証
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
当
時
の
政
治
権
力
者
と
文
化
人
の
交
流
、
政
治

と
文
化
の
あ
り
方
な
ど
様
々
な
事
象
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
、
今
後
重
要
な
資
料
と

な
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　注

1　

近
年
、
展
覧
会
図
録
、
論
文
等
で
「
楽
翁
画
帖
」
所
収
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
た
例

は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

名
古
屋
城
特
別
展
開
催
委
員
会
編
『
尾
張
の
や
ま
と
絵
田
中
訥
言
』 

名
古
屋
城
特

別
展
開
催
委
員
会　

平
成
一
八
年

　
　
『
光
琳
を
慕
う
―
中
村
芳
中
』
芸
艸
堂　

平
成
二
六
年

　
　

日
並
彩
乃
「
近
世
の
土
佐
派
と
復
古
大
和
絵
―
『
復
古
大
和
絵
』
の
定
義
の
問
題｣

『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
七
号　

関
西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科　

平
成
二
六
年

2　

本
作
品
を
所
蔵
す
る
平
野
美
術
館
で
は
、
旧
装
丁
で
の
保
存
で
は
、
画
面
の
折
れ

な
ど
に
よ
る
損
傷
発
生
の
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
、
ま
た
展
示
の
便
を
考
慮
し
て
、

美
術
館
収
蔵
後
、
現
状
の
保
存
方
法
に
改
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

3　

こ
の
ほ
か
「
関
山
」
の
落
款
が
あ
る
作
品
、「
芳
洲
」
の
落
款
が
あ
る
作
品
が
そ

れ
ぞ
れ
二
図
存
在
す
る
。
前
者
は
二
図
と
も
福
島
関
山
の
筆
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
後
者
は
一
図
が
山
田
芳
洲
の
作
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
、
も
う
一
図
は
別

の
画
家
の
作
品
と
思
わ
れ
る
。

4　

平
野
美
術
館
に
よ
る
と
、「
楽
翁
画
帖
」
の
名
称
は
、
本
作
品
が
同
美
術
館
に
収

蔵
さ
れ
、
展
示
等
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
際
、
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
松
平
定
信
が
「
楽
翁
」
の
号
を
称
し
た
の
は
、
藩
主
の
座
を
松

平
定
永
に
譲
っ
て
隠
居
し
た
文
化
九
年
以
降
で
あ
り
、
本
作
品
が
制
作
さ
れ
た
時

期
よ
り
後
と
な
る
が
、
定
信
の
良
く
知
ら
れ
た
「
楽
翁
」
の
号
を
冠
し
た
と
い
う
。

5　

水
田
紀
久
・
野
口
隆
・
有
坂
道
子
編
著
『
木
村
蒹
葭
堂
全
集　

別
巻　

完
本 

蒹
葭

堂
日
記
』
藝
華
書
院　

平
成
二
一
年

6　

川
延
安
直
「
御
絵
師
巨
野
泉
祐 

勤
功
書
に
つ
い
て
」『
福
島
県
立
博
物
館
研
究
紀

要
』
一
〇
号　

平
成
八
年

　
　

佐
川
庄
司
「
画
僧
白
雲
伝
記
点
描
―
展
示
概
説
に
か
え
て
―
」『
定
信
と
画
僧
白

雲
―
集
古
十
種
の
旅
と
風
景
―
』　

白
河
市
歴
史
民
俗
資
料
館　

平
成
一
〇
年

7　

書
家
と
し
て
書
道
史
に
詳
し
か
っ
た
森
川
竹
窓
は
、『
集
古
十
種
』
編
纂
の
協
力

者
の
一
人
で
あ
り
、
蒹
葭
堂
邸
と
い
う
場
が
な
く
と
も
、
白
雲
、
文
泉
が
画
作
の

依
頼
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
期
に
複
数
の

在
坂
の
画
人
が
画
作
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
江
戸
へ
の
帰
府
を
間
近
に
控
え
た
白

雲
、
文
泉
、
ま
た
は
定
信
の
画
帖
の
た
め
の
作
品
蒐
集
を
承
知
し
て
い
た
蒹
葭
堂

ら
が
、
こ
れ
ら
の
画
人
に
対
す
る
制
作
の
依
頼
を
仲
介
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う

か
。

8　
『
蒹
葭
堂
日
記
』
同
年
一
〇
月
一
日
、
蒹
葭
堂
は
京
の
画
人
福
島
関
山
が
宿
泊
す

る
大
坂
の
旅
館
を
訪
ね
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
楽
翁
画
帖
」
所
収
の
福
島
関

山
「
山
水
図
」（
図
13
）
に
は
「
寫
於
浪
華
客
舎
」
と
、
関
山
が
大
坂
の
宿
泊
先
で

制
作
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
白
雲
、
文
泉
が
蒹
葭
堂
と
と
も

に
関
山
の
大
坂
の
宿
泊
先
を
訪
れ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
蒹
葭
堂
か
ら
関
山
の
大

坂
滞
在
の
情
報
を
得
た
白
雲
、
文
泉
が
、
関
山
の
宿
泊
先
を
訪
れ
、
制
作
を
依
頼

し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

9　

平
田
釧
「
牡
丹
図
」
に
は
「
紃
印
」・「
平
田
氏
女
」
の
印
記
が
あ
る
白
文
方
連
印

vii
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が
捺
さ
れ
て
お
り
、
釧
は
玉
薀
の
姉
妹
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
玉
薀
の
妹
平
田

玉
葆
も
女
流
画
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
玉
葆
の
名
は
「
庸
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
別
人
の
可
能
性
も
あ
る
。
別
人
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
玉
薀
・
玉
葆
姉
妹
の

姉
で
あ
る
可
能
性
が
想
起
さ
れ
る
（
久
下
実
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

10　
『
古
画
類
聚
』
は
松
平
定
信
が
『
集
古
十
種
』
編
纂
な
ど
の
た
め
に
蒐
集
さ
せ
た

古
文
化
財
の
画
像
情
報
か
ら
肖
像
、
人
形
服
章
、
文
様
、
宮
室
、
器
材
、
兵
器
な

ど
の
部
門
ご
と
に
関
係
す
る
画
像
の
抜
き
写
し
を
行
い
、
こ
れ
ら
各
部
門
の
有
職

故
実
等
に
関
す
る
画
像
情
報
を
検
索
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
定
信
の
古
文
化

財
に
関
す
る
画
像
情
報
蒐
集
は
、
単
に
蒐
集
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ

の
情
報
を
歴
史
、
有
職
故
実
等
の
研
究
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
く
た
め
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
と
い
う
明
確
な
目
標
意
識
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

11　

上
野
憲
示
「
伝
谷
文
晁
筆
『
近
世
名
家
肖
像
図
巻
』
に
つ
い
て
」『
栃
木
県
立
美

術
館
紀
要
』
七
号　

昭
和
五
五
年

　
　

な
お
上
野
氏
は
、「
近
世
名
家
肖
像
」
の
う
ち
寛
政
一
二
年
の
年
記
を
有
す
る
大

典
顕
常
、
上
田
蘭
畹
、
田
中
訥
言
、
福
島
関
山
、
西
村
南
溪
、
岸
駒
ら
京
の
文
人

に
つ
い
て
、
同
年
『
集
古
十
種
』
の
画
像
情
報
蒐
集
に
関
西
方
面
を
旅
し
た
文
晁

に
よ
っ
て
そ
の
肖
像
画
稿
が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、

や
は
り
同
年
の
年
記
が
あ
る
備
後
の
文
人
古
川
古
松
軒
の
肖
像
は
、
本
文
中
で
述

べ
た
と
お
り
「
楽
翁
画
帖
」
に
は
同
年
の
古
松
軒
の
作
品
が
所
収
さ
れ
て
お
り
、

白
雲
、
文
泉
が
そ
の
制
作
依
頼
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
面
談
の

際
、
白
雲
、
文
泉
の
い
ず
れ
か
が
古
松
軒
の
肖
像
画
稿
を
制
作
し
た
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
年
記
は
な
い
が
、岡
山
の
好
事
家
河
本
又
七
郎
に
つ
い
て
も
、同
年
白
雲
、

文
泉
は
同
家
所
蔵
の
「
藤
原
定
家
像
」
を
模
写
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
同
人
の
肖

像
画
稿
が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
白
雲
、
文
泉
の
肖
像
画
稿
が
「
近

世
名
家
肖
像
」
の
こ
れ
ら
の
人
物
の
肖
像
に
活
用
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、「
楽
翁
画
帖
」

に
そ
の
作
品
が
含
ま
れ
る
田
中
訥
言
、
福
島
関
山
ら
も
、
同
年
白
雲
、
文
泉
と
面

会
し
、
そ
の
際
に
肖
像
画
稿
が
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。

　
　

文
晁
の
み
な
ら
ず
白
雲
、
文
泉
ら
の
画
人
の
協
力
が
あ
っ
て
「
近
世
名
家
肖
像
」

が
制
作
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
作
品
も
、
定
信
配
下
の
画
人
た
ち
に
よ
る
組
織

的
な
同
時
代
文
人
の
人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
成
果
と
い
う
性
格
を
明
確
に
示
す

も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

12　

定
信
は
臣
下
の
画
人
な
ど
に
古
文
化
財
の
模
写
や
情
報
蒐
集
な
ど
を
行
わ
せ
る

際
、
人
の
上
に
立
つ
者
の
慎
み
と
し
て
、
所
蔵
者
が
定
信
と
近
し
い
関
係
に
な
い

場
合
に
は
、
臣
下
の
者
が
私
的
に
行
う
の
は
許
す
が
、
定
信
の
命
で
こ
れ
を
強
い

る
の
は
許
さ
な
い
と
い
う
態
度
で
臨
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
小
林
め
ぐ

み
「『
集
古
十
種
』
の
編
纂
―
そ
の
目
的
と
情
報
収
集
」『
あ
る
く
・
う
つ
す
・
あ

つ
め
る　

松
平
定
信
の
古
文
化
財
調
査 

集
古
十
種
』
福
島
県
立
博
物
館　

平
成

一
二
年
）。

　
　

た
だ
、
定
信
が
強
制
的
な
模
写
や
情
報
蒐
集
を
行
わ
せ
な
か
っ
た
の
は
、
権
力
者

と
し
て
の
慎
み
と
い
う
理
由
も
あ
る
が
、
幕
領
や
他
藩
領
な
ど
で
の
積
極
的
な
情

報
蒐
集
活
動
が
、
藩
外
の
者
か
ら
定
信
の
政
治
的
野
心
の
表
れ
と
受
け
止
め
ら
れ

る
こ
と
へ
の
恐
れ
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
臣
下
の
画
人
ら
は
、
多
く
の

場
合
、必
要
な
模
写
や
情
報
蒐
集
を
行
い
、そ
の
成
果
を
定
信
に
報
告
し
た
と
い
う
。

13　
「
楽
翁
画
帖
」
に
は
、
白
雲
「
山
水
図
」（
図
14
）、
大
野
文
泉
「
牡
丹
図
」（
図

15
）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
上
方
、
山
陽
な
ど
で
の
「
楽
翁
画
帖
」
所
収
作
品
の

蒐
集
の
役
割
を
担
っ
た
と
推
定
し
た
二
人
の
ほ
か
、
星
野
文
良
な
ど
定
信
配
下
の

画
人
の
作
品
は
他
に
も
存
在
す
る
。

viii
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「楽翁画帖」の内容 

 

巻 1 

番号 名称 作者 注記 年記等 絖 

1 竹石図 狩野養川院 狩野養川院法印惟信  A 

2 盆蘭図 狩野伊川院 養川院長男  A 

3 山水図 田中朗卿 東都画家田中章助  A 

4 和歌浦図 狩野洞白愛信 狩野洞白愛信  A 

5 蘭図 古藤養山 同住薩州家臣古藤養山  A 

6 狸図 成田源十郎 同住卜者成田源十郎  A 

7 萩図 笹山養意 同毛利家臣笹山養意  A 

8 山水図 加藤杏邨 薩州家臣加藤賢蔵  A 

9 秋草雀図 金子金陵 東都住金子平太左衛門  A 

10 三賢人図 山下敬信 同 山下弓之助  A 

11 紅梅図 狩野祐清邦信 狩野祐清 14 歳＝1800（1787 生） A 

12 山水図 岡岷山 安藝家臣岡利源太  A 

13 海棠に雀図 大西圭斎 東都住画家 享和元年（1800）春 A 

14 撫子に蝶図 狩野洞琳由信 狩野洞琳  A 

15 墨梅図 川口正一 東都住川口作之助  A 

16 山水図 小倉武駿 安藝家臣岡利源蔵  A 

17 月に芦図 菫九如 東都住井戸甚助 寛政 12 年（1800）春 A 

18 紅梅図 喜多武清 同画家喜多榮之助  A 

19 蘭菊竹図 芳洲 同安藝家臣  A 

20 梅に鴬図 酒井抱一 同  A 

21 双龍図 牧野忠精 牧野備前守忠精朝臣 寛政 12 年（1800）冬 A 

22 芙蓉に蝶図 板谷桂意広長 板谷桂意  A 

23 墨竹図 杉浦玄徳 官医杉浦玄徳  A 

24 果実図 狩野探信守道 狩野探信守道  A 

25 墨梅図 竹澤養渓 家臣竹澤養溪  A 

26 積藁に雀図 平松栄努 尾州御家臣平松榮努  A 

27 日出山水図 柿原惟景 水戸御家臣柿原虎五郎  A 

28 柘榴に小禽図 菫烈 同住 井戸甚助子  A 

29 葡萄図 北山寒巖 同 北山懸之丞  A 

30 山水図 中村芳中 中芳中  A 

31 水馬図 酒井忠貫 酒井修理大夫忠貫朝臣  A 

32 菊図 粟田口直隆 粟田口直隆  A 

33 波涛に燕図 陶山惟純 東都住雲州家臣陶山重三郎  A 

34 猿図 鵜沼新八 同 鵜沼新八 寛政 12 年(1800)11 月 A 

35 藻魚図 平田惟光 同 平田金女  A 

36 甘草に小禽図 住吉広行 住吉内記廣行  A 

37 滝山水図 藤田錦江か 東都住  A 

38 貝尽し図 狩野友川寛信 狩野友川寛信  A 

39 奇石図 鏑木雲潭 東都住 寛政 13 年（1801）正月 A 

40 花籠に牡丹図 間宮士信か 御旗本衆間宮縫殿助  A 

41 高士観梅図 渡辺玄対 東都住  A 

42 墨菊図 金龍山人 福嶌家臣長谷川三右衛門 寛政 12 年(1800)12 月 A 
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43 海棠に叭々鳥図 宋紫山 東都画家楠本雪湖  A 

44 山水図 渡辺赤水 同  A 

45 芙蓉図 内田陶丘 同  A 

46 柘榴に文鳥図 宋万里（宋紫岡か） 同 楠本雪溪  A 

47 若松図 竹沢養溪惟房 養溪  A 

48 放馬図 神谷養秋 尾州御家臣神谷養秋  A 

49 布袋図 今村養寿 同 今村養壽  A 

 

巻 2 

番号 名称 作者 注記 年記等 絖 

1 寿老人図 土佐光貞 土佐土佐守  A 

2 山水図 長町竹石 讃岐高松商家徳兵衛 寛政 12 年（1800）5 月 B 

3 波涛図 守成 京師住画家  B 

4 飛燕図 藤原宗舗 （なし）  B 

5 酒宴図 世継希僊 京師商家岐阜屋八郎兵衛  B 

6 山水図 老峯 同 隠士老峯  B 

7 月に杜鵑図 寺尾霞亭か 同 寺尾愛三郎  B 

8 山水図 吉村蘭洲 同 画家蘭洲  B 

9 牛蒡図 合川岷和 同 合川爲四郎  B 

10 山水図 中村梅華 同 中村安右衛門  B 

11 牡丹図 奥文鳴 同 奥順蔵  B 

12 月に白梅図 希滔 同住 寛政 12 年（1800）6 月 B 

13 雀図 向井源章 同 向井冨吉  B 

14 雨中舟図 山口素絢 同 山口嘉吉  B 

15 蝙蝠図 吉村孝敬 同住  B 

16 楼閣山水図 狩野永俊 同住  B 

17 山水図 月亭 同 大泉寺  B 

18 荘子図 東東洋 同 画家  B 

19 紫陽花図 佐久間草偃 同 画家  B 

20 山家図 森輝樹 同 森与蔵 角倉下吏  B 

21 布袋図 狩野士信 同  B 

22 山水図 山田芳洲 安藝 田村傳甫  B 

23 梨図 阿部玉陽 京師 阿部玉陽  B 

24 郭公図 南畝 同  B 

25 楼閣山水図 敬亭 廣嶋家臣久野駒次郎  B 

26 雀図 峴山 同辻村彦兵衛  B 

27 墨竹図 村上東洲 京 村上東洲  B 

28 山水図 八木杏邨 廣嶋家臣八木健蔵  B 

29 菊図 森川芝園 大阪隠士森川曹吾妻  B 

30 唐人物図 香川氷仙 同妹  B 

31 鼠図 白井直賢 草津住  B 

32 陶淵明図 宗理 京 福智匡  B 

33 石榴図 索阮 京 画家  B 

34 人物図 田中訥言 同 田中訥言  B 

35 紅梅図 戸田貞三郎 同 戸田貞三郎  B 

36 酒宴図 村上直察 京 画家  B 
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巻 3 

番号 名称 作者 注記 年記等 絖 

1 琴士図 長山孔寅 京師長山源七郎  B 

2 林に烏図 原在正 同 原在正  B 

3 山水図 西竹坡 讃岐画家寺嶌六蔵  B 

4 奇石図 原在中 京師 原在中  B 

5 河辺邸宅図 （不明） 同 姓名未詳  B 

6 猫図 原在明 同 原在明  B 

7 枇杷図 松村景文 同 松村直次  B 

8 岩に草図 長山孔寅 同 長山源七郎  B 

9 山水図 岡本豊彦 同 岡本剛平  B 

10 白鹿図 俊童 同  B 

11 蓮図 呉春 同 月溪  B 

12 白梅に小禽図 淵上旭江 大阪 淵上旭江 寛政 12 年（1800）小春 B 

13 秋山落暉図 岡田半江 同 岡田小米  B 

14 蘭に霊芝図 森春溪 同 森春溪 寛政 12 年(1800)10 月 B 

15 瀑布図 岡田米山人 同 岡田彦兵衛 寛政 12 年（1800）小春 B 

16 墨竹図 森川竹窓 同 森川曹吾 寛政 12 年（1800）小春 B 

17 山水図 野呂介石 紀州御家臣野呂九一郎  B 

18 山水図 釧雲泉 京師 馴文平 寛政 12 年（1800）7 月 B 

19 牧童図 黒田綾山 備中画家玉嶌良助  B 

20 岩図 木村石居 大阪木村六兵衛 寛政 12 年(1800)10 月 B 

21 山水図 野口蘭陵か 讃岐画家野口九兵衛  B 

22 山水図 岡熊岳 大阪 岡熊岳  B 

23 蘭に霊芝 木村蒹葭堂 同 木村太吉郎 寛政 12 年（1800）冬 B 

24 秋山簫散図 鼎春嶽 同 鼎太郎右衛門  B 

25 牡丹図 之又庵 京師画家  B 

26 山水図 賀茂専顕 （なし）  B 

27 牧童図 世古寉皐 聖護院宮御家臣世古帯刀  B 

28 月に叭々鳥図 賀茂専顕 （なし）  B 

29 山水図 福島関山 京師福嶌庄七  B 

30 楼閣山水図 町尻量聡 （なし）  B 

31 双雁図 勝山琢眼 京師  B 

32 山水図 三雲仙嘯か 同 田山六蔵 寛政 12 年（1800）5 月 B 

33 瀑布図 福島関山か 同  B 

 

巻 4 

番号 名称 作者 注記 年記等 絖 

1 露草に仔犬図 白石爛兮 仙臺家臣白石良治 寛政 12 年（1800）8 月 A 

2 墨梅図 小川只七 同 小川只七 77 歳 A 

3 山水図 野口成意 同 野口九郎右衛門  A 

4 寿老人図 武田竹亭 同 武田源五郎  A 

5 蓮に鶺鴒図 五十嵐主善 越后新潟法眼五十嵐主善 寛政 12 年（1800）冬 A 

6 水亭図 五十嵐主善 同  A 

7 栗図 木村衛守 南山古梁賛 仙臺家臣木村衛守  A 
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8 高士図 門名楽山 會津家臣門名傳之助  A 

9 菊石図 立川直史 同 立川孝次郎  A 

10 鯉魚図 池雪英 越后村上領燕町隠士池周蔵  A 

11 桃花山水図 蒼龍山人 

南山古梁賛 

仙臺家臣吉成愛治 寛政 12 年（1800）8 月 A 

12 桃花に小禽図 僊花堂秀英 長岡家臣櫻右膳  A 

13 楼閣山水図 田村観瀾 會津家臣田村半兵衛  A 

14 墨竹図 日向忠 同 日向衞士  A 

15 牛曳図 源忠郷 仙臺家臣松板亘 寛政 12 年（1800）9 月 A 

16 酔李白図 三輪文祥 越后与板町処士三輪喜兵衛  A 

17 牡丹図 大野文泉 家臣大野文泉  A 

18 林和靖図 松浦宗慎 越后新潟処士松浦宗慎  A 

19 山水図 白雲 白河僧白雲  A 

20 山水図 石川侃斎 越后長岡新潟処士石川  A 

21 酒宴図 五十嵐其正 家臣久松半 寛政 12 年(1800)11 月 A 

22 カタクリ図 久松南湖 越后新潟処士佐野庄太  A 

23 秋海棠図 星野文良 家臣星野曹吾  A 

24 水芭蕉図 蠣崎波響 松前家臣蠣崎将監 寛政 12 年(1800)閏 4 月 B 

25 仙人渡河図 山田文川 越后領中画者山田文川  B 

26 乗舟観月図 月山（左近司惟春か） 米澤家臣左近司周助  B 

 

巻 5 

番号 名称 作者 注記 年記等 絖 

1 月に郭公図 宗岡寿行 京師  B 

2 おたまじゃくし図 堀索道 同  B 

3 蜻蛉図 元章 同 板枝金吾  B 

4 仙人図 成瀬正胤 同 成瀬嘉兵衛  B 

5 鱈図 西六之進 丸龜家臣西六之進  B 

6 墨梅図 賀茂氏章 京師  B 

7 墨竹図 八田古秀か 同 八田六兵衛  B 

8 鮎図 玩春 同 川東  B 

9 梅枝に鋏図 富田延秋 同 冨田薩子  B 

10 唐獅子図 安親 同  B 

11 芙蓉図 山田索隠 同  B 

12 墨蘭図 桃仙 同  B 

13 墨蘭図 棡友壽か 同  B 

14 梅に雀図 定教 同  B 

15 山水図 市川君圭 同 市川君來  B 

16 亀図 敦光 同  B 

17 寿老人図 賀茂匡保 同  B 

18 鶴図 藤波寛忠 難江二位寛忠卿  B 

19 茄子隠元豆図 知定 伏原家臣 主水  B 

20 龍田川図 伏原宣光 伏原侍従宣光卿  B 

21 雲龍図 鶴沢探泉 同 鶴澤探泉  B 

22 唐獅子図 武田索駿 同  B 

23 稚松図 石井行宣 石井左京大夫行宣朝臣  B 
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24 文使い図 正邦 同  B 

25 漁夫図 山田荊山 同 山田良平  B 

26 山水図 三寿 商家大助  B 

27 鳴門図 古川古松軒 備中隠士古川平次兵衛 75 歳＝1800（1726 生） B 

28 草虫図 平田玉蘊 備中商家新太郎女  B 

29 牡丹図 平田釧 同 同女  B 

30 蝶唐子図 亀山元助 商家元助  B 

31 山水図 山田芳洲 京 法橋芳洲  B 

32 飲酒読書図 山洋 同 商家幸蔵  B 

33 夏草図 亀山万 同 商家元助女 11 歳 B 

 

巻 6 

番号 名称 作者 注記 年記等 絖 

1 湖畔水亭図 大久保忠真 大久保安藝守忠真朝臣  A 

2 黍図 那須芝山 那須與市  A 

3 山水図 池田政養 池田内匠頭  A 

4 瀑布鷲図 森徹山 大坂 森文蔵  B 

5 瀑布図 木下応受 京師 圓片直市  B 

6 群雀図 長澤蘆洲 同 長澤蘆洲  B 

7 稚松図 円山応瑞 同 圓山主水  B 

8 百合図 水野忠詔 水野壹岐守源忠詔朝臣  A 

9 枇杷に雀図 弦川 佐倉藩 河合喜内  A 

10 花鳥図 大久保忠成 （なし）  A 

11 山水図 谷舜英 田藩 谷氏女舜英  A 

12 墨梅図 鈴木（井川）鳴門 阿州人井上源兵衛  A 

13 墨蘭図 元蘭 （なし）  A 

14 墨竹図 柴田景浩 尾藩 柴田新溪  A 

15 黄初平図 土岐済美 （なし）  B 

16 鵜飼図 磻溪 那須家臣小河原半左衛門  A 

17 葛に雀図 酒井忠道か （なし）  A 
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図 1　蠣崎波響　水芭蕉図（楽翁画帖）
平野美術館

図 3　森川竹窓　墨竹図（楽翁画帖）
平野美術館

図 5　岡田米山人　瀑布図（楽翁画帖）
　平野美術館　

図 2　蠣崎波響　水芭蕉図　落款

図 4　淵上旭江　白梅に小禽図（楽翁画帖）
平野美術館

図 6　森春溪　蘭に霊芝図（楽翁画帖）
　平野美術館
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図 7　木村蒹葭堂　蘭に霊芝図（楽翁画帖）
　平野美術館　

図 9　平田玉薀　草虫図（楽翁画帖）
平野美術館

図 11　長町竹石　山水図（楽翁画帖）
平野美術館

図 8　古川古松軒　鳴門図（楽翁画帖）
　平野美術館　

図 10　亀山万　夏草図（楽翁画帖）
平野美術館

図 12　大西圭斎　海棠に雀図（楽翁画帖）
平野美術館
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xvi

図 14　白雲　山水図（楽翁画帖）
平野美術館

図 13　福島関山　山水図（楽翁画帖）
平野美術館

図 15　大野文泉　牡丹図（楽翁画帖）
平野美術館


